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１．効率的な操業パターンの開発
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９ システム対応型：近海かつお釣

南西諸島及び九州西方海域における19ﾄﾝ型近海かつお一本釣り漁船の適正な操業形態の開発
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調査船第五松徳丸(19ﾄﾝ)



２．短期航海によるカツオの市場評価

同じ日に水揚げされた
製品よりも高値

３．1人当たりの漁獲量
第五松徳丸：5.7ﾄﾝ
当業船（94ﾄﾝ型）：3.2ﾄﾝ~4.3ﾄﾝ

小型の方が効率操業が可能

４．諸経費

九州周辺海域では、19ﾄﾝ船型で
の短期航海による操業は、人件
費や燃油経費の諸経費を削減し
つつ、カツオを高価格で販売する
ことにより、高い収益性を確保す
ることが可能。

当日分（新口）の方が前日物（沖止）よりも高価（長崎市場）
（九州西方海域で2日間操業の場合）

収入
•水揚げ金額⇒85%（旧松徳丸94ﾄﾝ型との比較）

支出
•燃油消費量⇒55%（旧松徳丸との比較）
•雇用労賃⇒59%
•餌代⇒67%

当業船（4隻平均）との比較

製品分析について
は、長崎大学、長崎
県水産総合試験場
と共同で分析中
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